



















































　共同注意研究の嚆矢は、スケーフとブルーナ （ーScaife, M. & Bruner, J. S.）が1975年の Nature




















別の身振りに替えたりして、所期の目標を追求しようとすること（Bates et al., 1975）。この
ベイツの行動基準は、共同注意の質を検討するのに有用であり、共同注意行動の可否を評価













　すでに述べたように、乳児の共同注意能力の検討は、視線追跡パラダイムを用いた Scaife & 
Bruner（1975）の研究によって開始されたとされる。
（1）最初の視線追跡研究













　この Scaife & Bruner（1975）の研究方法は、共同注意研究の原型的パラダイムとして確立し




化させ、乳児の視線追跡能力の発達を示して見せた。共同注意を“looking where someone else 
is looking”（他者が見ているところを見ること）と定義し、次のような３種類の共同注意メカニ
































































を検討しようとする研究がある。その代表的なものが、アダムソンとベイクマン（Adamson, L. B. 
& Bakeman, R.）による「共同関与」（joint engagement）として知られる状態コードである
（Adamson et al., 2004など）。ここでは、共同注意に直接関係する４種類のコードの要点を紹介





































































































































































　チェンとワックスマン（Chen, M. L. & Waxman, S. R., 2013）は、同じく14か月児を対象に、
ブランケットをかぶり両手を見えなくした場面で、額押しを例示する直前に、生起する動作につ
いてのコメント（“Look I’m going to blick the light! Watch me blick the light!”）をする条件と、

















　トマセロとハバール（Tomasello, M. & Haberl, K.）は、12か月児と18か月児を対象に、共同

















（Moll, H. & Tomasello, M., 2007）は、14か月児と18か月児を対象に、最初の玩具と２番目の玩具
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